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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LP2960
0.5A超低消費電流、可変型低ドロップアウト電圧レギュレータ

概要
LP2960は待機時消費電流が非常に小さく(1mA負荷で代表値
450μA)、ドロップアウト電圧も極めて低い (1mAの負荷で代表値
12mV、500mA の負荷で代表値 470mV) マイクロパワー電圧レ
ギュレータです。

LP2960 は、低入出力電圧動作領域でも待機時消費電流の増
加を抑え、バッテリの寿命を延ばします。

LP2960は、LP2953 の優れた特性をすべて兼ね備えており、し
かも、より大きな出力電流を特長としています。

出力電圧のレギュレーションが約 5％以上変動した時、コンパレー
タからLowレベルのエラー・フラグを出力し、警告します。

LP2960 は、バッテリの逆接続防止機能も備えており、出力に
10μFのコンデンサを接続するだけで (5V 出力バージョン ) 安定
動作をします。

内部基準電圧は、高精度のレギュレーション特性を持つ低温度
係数 (T.C.)の基準電圧として、外部応用回路に使用できます。

このデバイスは、16ピン表面実装パッケージで供給されます。

特長
■ 出力電圧を 1.23V～ 29Vの範囲で調整可能
■ 出力電流 500mAを保証
■ 5Vと3.3Vの出力電圧バージョン
■ 16ピンSOパッケージ
■ 低ドロップアウト電圧
■ 低待機時消費電流
■ 高精度のライン /ロード・レギュレーション
■ 低温度係数
■ 過電流制限およびサーマル・リミット
■ 論理レベル入力によるシャットダウン機能
■ 出力の結線によるスナップ ON/OFFスイッチ動作
■ バッテリ逆接続防止機能

アプリケーション
■ 高効率のシリーズ・レギュレータ
■ 低電圧シャットダウン機能内蔵レギュレータ
■ 低ドロップアウト・バッテリ電源用レギュレータ
■ 携帯無線電話

ブロック図
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29
60 絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

電気的特性
標準文字表記のリミット値は TJ＝ 25℃に対して適用され、太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にわたり適用されます。特記のな
い限り、CIN＝ 4.7μF、VIN＝VO (NOM)＋ 1V、IL＝ 1mA、COUT＝ 10μF (5Vバージョン )または COUT＝ 22μF (3.3Vバージョン )

に対して適用されます。FEEDBACKピンはVTAPピンに接続、出力ピンは SENSEピンに接続され、VS/Dは 2Vです。

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

動作接合部温度範囲
LP2960AI/LP2960I － 40℃～＋ 125℃

リード温度 (ハンダ付け、5秒 ) 260℃

消費電力 (Note 2) 内部制限

入力電源電圧 － 20V～＋ 30V

フィードバック入力電圧 (Note 3) － 0.3V～＋ 5V

コンパレータ入力電圧 (Note 4) － 0.3V～＋ 30V

コンパレータ出力電圧 (Note 4) － 0.3V～＋ 30V

ESD耐圧 (Note 15) 1.5 kV
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電気的特性 (つづき)

標準文字表記のリミット値は TJ＝ 25℃に対して適用され、太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にわたり適用されます。特記のな
い限り、CIN＝ 4.7μF、VIN＝VO (NOM)＋ 1V、IL＝ 1mA、COUT＝ 10μF (5Vバージョン )または COUT＝ 22μF (3.3Vバージョン )

に対して適用されます。FEEDBACKピンはVTAPピンに接続、出力ピンは SENSEピンに接続され、VS/Dは 2Vです。
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標準文字表記のリミット値は TJ＝ 25℃に対して適用され、太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にわたり適用されます。特記のな
い限り、CIN＝ 4.7μF、VIN＝VO (NOM)＋ 1V、IL＝ 1mA、COUT＝ 10μF (5Vバージョン )または COUT＝ 22μF (3.3Vバージョン )

に対して適用されます。FEEDBACKピンはVTAPピンに接続、出力ピンは SENSEピンに接続され、VS/Dは 2Vです。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、デバイスに破壊が発生する可能性のあるリミット値をいいます。「動作定格」を超えて動作させているデバイスには「電気的特
性」の規格は適用されません。

Note 2: 最大許容消費電力は最大接合部温度 TJ (max)、接合部・周囲温度間熱抵抗θJ-A、周囲温度 TAの関数です。任意の周囲温度における最大許容
消費電力は、次式から求めます。

最大許容消費電力を超えると、ダイ温度が上昇してレギュレータはサーマル・シャットダウン状態に入ります。ヒート・シンクと熱抵抗の詳細は「アプリケー
ション・ヒント」を参照ください。

Note 3: レギュレータの負荷が負電源となるときがある±両電源システムで使用する場合は、出力電圧をグラウンドにダイオード・クランプすることが必要です。

Note 4: 入力電源電圧を超えても構いません。

Note 5: 出力電圧または基準電圧の温度係数は、最悪時の電圧変動を全温度範囲で除算した値として定義されます。

Note 6: 出力電圧のロード・レギュレーションは、低デューティ・サイクルのパルス・テストにより、一定の接合部温度で測定されます。ロード・レギュレーションの
測定は、100μA～ 1mAと 1mA～ 500mAの 2つの負荷電流範囲で行われます。温度上昇による出力電圧の変動は、サーマル・レギュレーションの
規定項目を参照ください。

Note 7: ドロップアウト電圧は、出力電圧が、1Vの入出力電圧差で測定した規定値から 100mV 低下した時の、入出力間電圧差として定義されます。出力電
圧の設定値が非常に低い場合は、最低 2V (全温度範囲にわたり2.3V)の入力電圧が必要です。

Note 8: GNDピンの電流がレギュレータの待機時消費電流になります。入力電源から消費される総電流は、GNDピン電流、出力負荷電流、外部電圧ディバイ
ダ (使われている場合 )に流れる電流の和です。

Note 9: ドロップアウト検出コンパレータのスレッショルド電圧は、公称基準電圧 (VIN＝VO(NOM)＋ 1Vの条件で測定された基準電圧＝ 1.23V)とFEEDBACK

端子の電圧差となります。出力電圧の変動量で表す場合は、VO/VREF＝ (R1＋ R2)/R2で求められるエラーアンプのゲインで乗算してください (「アプ
リケーション回路」を参照 )。

Note 10: サーマル・レギュレーションとは、消費電力が変動してからの時間 Tにおける出力電圧の変動を表し、ロード /ラインレギュレーションの影響を除いた値で
す。規格値は T＝ 10msでVIN＝VO (NOM)＋ 15V (6Wパルス )における400mA負荷パルスに対する値です。

Note 11: 出力とFEEDBACKピンの間に 0.1μFのコンデンサを接続します。

Note 12: VShutdown≦ 1.1V、VIN＜ 30V、VOUT＝ 0V。

Note 13: 基準電圧のライン・レギュレーションの測定は、2.5V≦ VIN≦ VO (NOM)＋ 1V、VO (NOM)＋ 1V≦ VIN≦ 30Vの 2つの範囲で行われます。

Note 14: 室温におけるリミット値は製造時に全数試験が行われます。全動作温度範囲におけるすべてのリミット値は、標準統計品質管理 (SQC)手法を用い、補
正データを加味して保証されます。すべてのリミット値は、平均出荷品質レベル (AOQL)の計算に使用されます。

Note 15: ESDは人体に基づき、200pFコンデンサから1.5kΩを通し各端子に放電させます。
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アプリケーション回路

ピン配置図および製品情報

16-Pin Surface Mount Package

Top View
Order Number LP2960IM-5.0, LP2960AIM-5.0,

LP2960IM-3.3 or LP2960AIM-3.3
See NS Package Number M16A

*電源グラウンドに内部接続
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特記のない限り、CIN＝ 4.7μF、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、COUT＝ 10μF。FEEDBACKピンは VTAPピンに接続、出力ピンは SENSE

ピンに接続 (VS/D＝ 2V、VOUT＝ 5V)。

Ground Pin Current

Ground Pin Current

Ground Pin Current

Ground Pin Current

Ground Pin Current

Dropout Characteristics
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、CIN＝ 4.7μF、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、COUT＝ 10μF。FEEDBACKピンは VTAPピンに接続、出力ピンは SENSE

ピンに接続 (VS/D＝ 2V、VOUT＝ 5V)。

Dropout Voltage vs Temperature

Enable Transient

Load Transient

Dropout Voltage vs Load Current

Enable Transient

Load Transient
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60 代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、CIN＝ 4.7μF、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、COUT＝ 10μF。FEEDBACKピンは VTAPピンに接続、出力ピンは SENSE

ピンに接続 (VS/D＝ 2V、VOUT＝ 5V)。

Current Limit vs Temperature

Line Transient Response

Ripple Rejection

Line Transient Response

Ripple Rejection

Thermal Regulation



9 www.national.com/jpn/

L
P

2960

代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、CIN＝ 4.7μF、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、COUT＝ 10μF。FEEDBACKピンは VTAPピンに接続、出力ピンは SENSE

ピンに接続 (VS/D＝ 2V、VOUT＝ 5V)。

Output Impedance

Feedback Bias Current

Error Output Voltage vs Input Voltage

Output Noise Voltage

Divider Resistance

Dropout Detection Comparator
Threshold Voltage
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アプリケーション・ヒント

外付けコンデンサ

LP2960 では、入力側と出力側にバイパス・コンデンサが必要で
す。バイパス・コンデンサを付加しないとデバイスが発振します。

入力の VINピンとグラウンド間に、4.7μF以上の容量のコンデンサ
を接続してください。LP2960と入力側のバイパス・コンデンサの
間隔が 1インチ以上離れている場合は、安定動作を確保するた
めにコンデンサの容量を 22μFに増やしてください。VOUTピンと
グラウンド間にもバイパス・コンデンサを接続しますが、必要とする
コンデンサの最小容量値は出力電圧によって異なります。

安定動作のために、出力側のバイパス・コンデンサとして、出力
電圧が 5Vの場合は 10μF以上の容量のコンデンサ、3.3Vの場
合は 22μF以上のコンデンサが必要です。

ESR に関する制約 : LP2960 で使用するコンデンサは、安定動
作を確保するうえで、全動作温度範囲にわたり ESR 値が 0.7Ω
以下のものを選ぶ必要があります。

一般に、アルミ電解コンデンサの ESR値は 25℃で規定されてい
るだけで、全温度範囲における最大値を反映しておりません。

アルミ電解コンデンサの ESRは低温で著しく増加するため
(－ 30℃では 25℃の値より30倍またはそれ以上 )、低周囲温度
のアプリケーションで使用する場合、発振問題を起こすことがあり
ます。この種の用途には、固体タンタル・コンデンサが適してい
ます。

FEEDBACKピンにおける (基板レイアウトの )浮遊容量も、レギュ
レータの不安定動作を招く一因になります。この浮遊容量に起因
する発振は、出力電圧設定抵抗に非常に大きな値のものを用い
た場合に発生しやすくなります。

出力ピンとFEEDBACKピンの間に 100pFのコンデンサを付加す
るか、出力コンデンサの容量を 22μF 以上にすれば、この発振
問題を解決できます。

最小負荷

LP2960では、適切なレギュレーションを行うために十分な出力負
荷を、固定出力電圧時には内部抵抗ディバイダにより確保してい
ます。外部抵抗で出力電圧を設定する場合は、外部抵抗ディバ
イダに 5μAの最小電流が流れるようにしてください。

「電気的特性」に記載のテスト条件欄に最小負荷電流を規定し
ています。この負荷電流の値を使用し、これらのテスト・リミット値
の相関を行うことが必要です。

出力電圧の設定

LP2960 における固定出力電圧は、内部抵抗ディバイダを用い、
出力ピンとSENSEピンの接続、FEEDBACKピンとVTAP(タップ
電圧 )ピンの接続により設定します。

また、2本の外部抵抗を用い、基準電圧 1.23Vから最大定格電
圧 30Vまでの任意の値に出力電圧を設定できます (「アプリケー
ション回路」を参照 )。

出力電圧の計算式は次の通りです。

VOUT＝VREF× (1＋R1/R2)＋ (IFB× R1)

VREFは 1.23Vの基準電圧、IFBは FEEDBACKピンのバイアス
電流 (代表値－ 20nA)です。レギュレータが無負荷で動作する
必要が有る場合、推奨の最小負荷電流 5μA を流すため、R2

の最大値は 240kΩとなります。 (「最小負荷」の項を参照 )。

より高精度の出力電圧を得るためには、R2の値を 100kΩに選択
すると、IFBによって生じるVOUTの誤差を 0.17％まで抑えられま
すが、抵抗ディバイダに流れる電流が 12μAまで増加します。た
だし、待機時消費電流の代表値は 450μAであるため、この R2

に流れる電流の増加分は無視できます。

ドロップアウト電圧

レギュレータのドロップアウト電圧は、1V の入出力電圧差で測定
した出力電圧を規準にして、出力電圧の低下が 100mV以内で
の最小入出力間電圧差として定義されます。ドロップアウト電圧
は、出力電圧の設定値とは無関係です。

出力のアイソレーション
LP2960の出力をアクティブな電圧源 (バッテリなど )に接続して
いる場合、大電流がバッテリから LP2960 の出力端子に流れ込
むのを防ぐために、入力をグラウンドに短絡することは避けてくだ
さい。

出力をバッテリに接続した状態で、入力がフローティング状態に
なっていると、出力端子に僅かな電流 (数 mA)が流れ込みます。

バッテリから LP2960 の出力に流れ込む「逆」電流は、出力と
バッテリ間にブロッキング・ダイオードを挿入すると防止できます。

出力ノイズの低減

LP2960を基準電圧源として使用する場合、出力の ACノイズの
低減を要求されることがあります。この場合、出力容量を大きくし
てレギュレータの帯域幅を狭める方法がありますが、ノイズ特性を
効果的に改善するためには出力容量をかなり大きくする必要が
あり、あまり効率的とはいえません。

別な方法として、R1 の両端にバイパス・コンデンサを接続すれ
ば、さらに効果的にノイズを低減できます (「アプリケーション回
路」を参照 )。

R1と並列に 0.1μFのコンデンサを接続すると、回路の高周波ゲ
インが“1”に下がり、出力ノイズ電圧 (RMS値 )が 210μVか
ら 130μV(代表値 )に減少します (10Hz～ 100kHz帯域幅にお
ける試験測定時 )。

さらにこの場合、出力ノイズは出力電圧に比例して増加しないの
で、高出力設定電圧では、ノイズ比率を大幅に低減できます。

重要 :  0.1μFのコンデンサを使用し、LP2960の ACゲインを“1”
に下げる場合は、出力コンデンサの容量を 33μF 以上にしてレ
ギュレータの安定動作を確保する必要があります。

ドロップアウト検出コンパレータ

このコンパレータは、出力電圧のレギュレーションが約 5％以上変
動した時、ERROR 出力から Lowレベルの電圧を出力します。
この“5％”は、コンパレータの内部オフセット電圧 60mV÷基準
電圧 1.23V (1 ページの「ブロック図」を参照 ) から得られる数
値です。

この検出レベルは、出力電圧の設定値に関係なく、常に「通常
値マイナス 5％」範囲内に維持されます。レギュレーション動作
領域から外れた状態は、低入力電圧、過電流制限、熱的制限
(サーマル・リミット)によって生じます。

次ページに、レギュレータの出力電圧、ERROR 出力、入力電
圧間におけるタイミング図を示します。このタイミング図では、5V

設定の出力電圧に対し、入力電圧を上下に変動させています。
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Error Output Timing Diagram

ERROR信号は、入力電圧 VINが約 1.3Vを超えるとLowレベ
ルになり、VINが約 5VになるとHighレベル (この場合、出力電
圧 VOUT＝ 4.75V)になります。ドロップアウト電圧は負荷に依存
するので、入力検出電圧は負荷電流により変動します ( ただし、
出力検出電圧は変動しません )。

コンパレータは、外部プルアップ抵抗の接続に必要なオープン・コ
レクタ出力を備えています。このプルアップ抵抗は、レギュレータ
の出力または他の電源に接続します。

プルアップ抵抗は、最適な動作を確保するためにレギュレータの
出力に接続します。外部の 5V 電源に接続した場合、VIN が
1.3V以下に低下した時に、コンパレータから“High”状態の不
正なエラー・フラグが出力されます (“Error Output Timing

Diagram”を参照 )。

プルアップ抵抗の値を選択する際は、400μA の出力シンク電流
がバッテリの消費電力に加わることに注意してください。プルアッ
プ抵抗の推奨値は 100kΩ～ 1MΩの範囲です。なお、コンパ
レータ出力 (COMPOUT)を使用しない場合、このプルアップ抵抗
は不要です。

大容量の出力コンデンサを使用していると、VIN が約 1.3V の時
に、不正な論理“H”レベルの電圧が生成される場合があります。
この時、ERROR出力はハイ・インピーダンス状態になり、エラー・
フラグ電圧がプルアップ電圧まで上がります。プルアップ抵抗を
VOUTに接続しても、エラー・フラグ電圧は 1.2V (論理“H”)ま
で上がり、不正な ERROR 出力がレギュレーション状態を示すこと
があります。

これを防ぐために、ERROR出力を 2本の抵抗ディバイダ (推奨
抵抗値 : 10kΩ)で分圧してください。こうすると、上記の誤動作
状態が生じても論理“L”を保持し、正常な動作でも有効な論
理“H”状態を確保できます。

補助コンパレータ

LP2960は独立した補助コンパレータを備えており、その反転入力
は 1.23Vの基準電圧に接続されています。この補助コンパレータ
の出力はオープン・コレクタ構成であり、ドロップアウト検出コンパ
レータと類似の電気的特性を持っています。また、外部接続用に
非反転入出力端子も備えています。

SHUTDOWN入力

SHUTDOWN入力が論理“L”レベル (＜ 1.2V)になると、レ
ギュレータの出力がシャットダウンします。

誤動作を防ぐために、SHUTDOWN入力をアクティブ終端する必
要があります。オープン・コレクタ回路でドライブする場合は、
SHUTDOWN入力とレギュレータの入力間にプルアップ抵抗 (推
奨値 : 20kΩ～ 100kΩ)を接続してください。

アクティブに LowまたはHighレベルにプルアップするデバイス
(オペアンプなど )で SHUTDOWN入力をドライブする場合は、プ
ルアップ抵抗は必要ありませんが、使用してもレギュレータ動作に
影響はありません。

SHUTDOWN 入力を使用しない場合は、SHUTDOWN 入力を
レギュレータの入力に直接接続すると、プルアップ抵抗が不要に
なり、コスト節減につながります。

重要 : 「絶対最大定格」に示すように、SHUTDOWN入力の
電圧レベルはグラウンドから－ 0.3V 以内でなければならず、
SHUTDOWN 入力をレギュレータの入力に直接接続すると、レ
ギュレータの入力保護用のバッテリ逆接続防止機能が使用不能
になります。

この機能をアプリケーションで使用する場合は、SHUTDOWN入
力ピンとレギュレータの入力間にプルアップ抵抗を接続してくださ
い。

グラウンドの接続

各接続図に示すように、GNDピンは回路の大電流グラウンド・ポ
イントに結線することが必要です。

GNDピンは、グラウンド電流の送出と放熱効果 (「ヒート・シンク
の条件」の項を参照 )を高めるために、リードフレームを介してダ
イのサブストレートに電気的に接続されています。

表面実装 (M) パッケージでは、ANALOG GNDピンも別に設け
てあり、これはレギュレータの基準電圧回路のダイのグラウンド・ポ
イントです。

SENSEピンと共にANALOG GNDピンを使用すれば、リモート・
センシングが可能になり、プリント基板のパターンに生じる抵抗と電
流による出力電圧の誤差をなくせます。

重要 :レギュレータを作動させるためには、回路のいずれかのグ
ラウンド・ポイントに ANALOG GNDピンを接続する必要がありま
す。

リモート・センシング機能が不要の場合は、ANALOG GNDピン
を隣接の GNDピンに結線してもかまいません。

ヒート・シンクの条件

アプリケーションの最大消費電力と最大周囲温度によっては、プ
リント基板にヒート・シンクを設ける必要があります。ただし、どの
ような条件で LP2960 を使用するにせよ、接合部温度は「絶対
最大定格」の項に示す制限範囲内になければなりません。

ヒート・シンクが必要かどうかは、先ず、レギュレータの消費電力
PDを計算し、判断します。

下記のブロック図は、レギュレータ回路内の各電圧および電流の
流れを表し、レギュレータの消費電力 PDの計算式も示します。

*   シャットダウン・モードの場合、ERROR出力は、外部電源にプルアップ
されていると High レベルになります。この誤動作を避けるために、
ERROR出力はレギュレータ自身の出力にプルアップしてください。

** 正確な値はドロップアウト電圧に依存します。 (「アプリケーション・ヒン
ト」を参照 )
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アプリケーション・ヒント (つづき)

Power Dissipation Diagram

次に、次式から最大許容上昇温度 TR(max)を求めます。

TR (max)＝TJ (max)－TA (max)

TJ(max)は最大許容接合部温度 (125℃ )、TA(max)はアプリケー
ションにおける最大環境周囲温度です。

上記の式からTR(max)とPDの各値を求めた後、接合部・周囲
温度間熱抵抗θ(J－A)の最大許容値を求めます。

θ(J－A)＝TR (max)/PD

LP2960 では、ヒート・シンクとしてプリント基板の銅箔パターンを
用います。ダイの熱はリードフレームを介して伝わり、プリント基板
にハンダ付けされている複数個のピンから放出されます。

特に GNDピンは、ダイが実装されている内部リードフレームに接
続されており、より効率的な放熱効果を備えています。

次に、DIPおよび表面実装パッケージ用ヒート・シンクの代表的な
銅箔パターンを示します。

Heat Sink Foil Patterns

下表に、サイズの異なる銅箔パターン (1オンス＝ 35ミクロン厚の
銅箔 )のプリント基板で測定した各パッケージごとのθ(J－A)値を
示します。

最良のヒート・シンク効果 (最小のθ(J－A))を得るためには、ヒー
ト・シンク・エリアにハンダ・レジストを露出させた銅層を形成し、
そこから周囲大気に放熱させます。

ヒート・シンクとして多層基板の内部銅層を用いる場合は、基板
が絶縁材として働き、放熱を妨げるためθ(J－A)が増大します。

また、基板上の空気流を増やしても、ヒート・シンクと同じ大きな
放熱効果が得られます。

Package L (in.) H (in.) θJ－ A(℃ /W)

DIP
1 0.5 50

2 0.2 52

Surface Mount 1 0.5 72

2 0.2 74
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Low T.C. Current Sink 5V Bus Current Limiter with Load Fault Indicator

*   理論回路またはマイクロプロセッサのコントロール入力ピンに接続してく
ださい。

LOW BATTのエラー・フラグは、バッテリが約 5.8Vにまで低下したこ
とを警告します。エラー信号の出力時には、バッテリを再充電するか、
消費電力の大きなハードウエアをパワーダウンすることが必要です。こ
の時点では、出力電圧はレギュレーション状態にあります。

OUT OF REGULATION のエラー・フラグは、バッテリが直に、完全
放電することを警告します。このエラー信号は、パワーダウン・シーケ
ンスの開始にも使用できます。

5V Regulator with Error Flags for Low
BATTERY and OUT OF REGULATION

 * 出力電圧は「(＋VIN)－ (ドロップアウト電圧 )」に等しくなります。この
値は出力電流によって変わります。電流制限は最大 1000mA (代表値 )

です。

**必要なフォルト電流値に対応する出力電圧で、コンパレータの入力電圧
が 1.23Vになるように R1を選択してください。

5V Regulator with Snap-ON/Snap-OFF
Feature and Hysteresis

* VIN＝ 5.87Vでターンオン

   VIN＝ 5.64Vでターンオフ

   (回路に記載の構成部品値に適用 )
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代表的なアプリケーション (つづき)

5V Regulator with Timed Power-On Reset Timing Diagram for Timed Power-On Reset

*RT＝ 1 Meg, CT＝ 0.1 μF
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
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Copyright © 2005 National Semiconductor Corporation
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

Order Number LP2960IM-5.0, LP2960AIM-5.0,
LP2960IM-3.3 or LP2960AIM-3.3

NS Package Number M16A
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